












要約

母性保健に対する周辺の意識についてアンケート調査した結果を報告する。

①女性自身の意識は有職と無職で差がある。働く女性は「保育所・学童保育」といった既

成の制度だけではなく、それ以外に育児、介護を助けるためのサービスがより一層充実す

ることを望んでいる。また、育児休業制度については、有職女性で選択している比率は無

職女性の半分で非常に少ない。この点に関して、働いている女性にとっては、育児休業制

度を利用することは実際上は困難であることを示している。

②男性と女性の意識の違いは、実際に働いている女性には「就業時間の短縮」、「再雇用制

度の普及」、「働くことへの理解」といった働いていく上で求められる職場に対する希望が、

男性よりも高い。これに対して男性では、「育児を助けるサービス」「育児休業制度」「保

育所」といった制度の利用を考える割合が高く、女性との意識のズレがある。

③配偶者の職業の有無の違いについては、有職の妻を持つ男性は、制度の利用を考える場

合が多く、夫の家事、育児への協力には限界があることを示唆している。

④男性の年齢別の意識の違いについては、「家族の理解・協力」は 30 代の男性では低く、

そのかわりに、「育児サービスの充実」「育児休業制度の普及」を高率に選択している。「再

雇用制度の促進」は子供の手のかからなくかる40 代の男性で選択の比率が高い。

⑤子供の有無による意識の違いについては、「家族の理解・協力」は、子供のいる有職女

性は 9割近くの人が必要と考えており、子供のいない有職女性よりも明らかに高率であっ

た。「再雇用制度の促進」「働くことへの理解」については子供のいない有職女性の方が子

供のいる有職女性より高率に選択していた。


